
２００２年（平成１４年）１０月３０日No.１４６ 町 田 市 議 会 だ よ り

　

九
月
五
日
に
上
程
さ
れ
た
平
成

一
三
年
度
町
田
市
病
院
事
業
会
計

決
算
認
定
は
、
保
健
福
祉
常
任
委

員
会
の
審
査
を
経
て
、
二
七
日
の

定
例
会
最
終
日
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

（
経
営
状
況
）

　

収
益
的
収
支
で
は
、
患
者
数
が

入
院
で
年
間
延
べ
一
二
万
八
、
九

四
三
人
（
一
日
平
均
三
五
三
・
三

人
）
で
前
年
度
に
比
べ
、
一
万

六
、
七
一
六
人
（
一
四
・
九
％
）

増
加
し
、
外
来
で
は
年
間
延
べ
三

五
万
九
、
二
六
三
人
（
一
日
平
均

一
、
四
六
六
・
四
人
）
で
前
年
度

に
比
べ
七
、
八
二
八
人
（
二
・
二

％
）
増
加
し
、
入
院
・
外
来
の
料

議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

（５）

　

委
員
会
は
、
情
報
を
収
集
し
、

専
門
的
知
識
を
深
め
、
優
れ
た
施

策
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

先
進
地
等
を
視
察
し
て
、
特
定
事

件
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
は
七
月
二
二

日
に
登
別
市
、
二
三
日
に
室
蘭

市
、
二
四
日
に
函
館
市
を
訪
問

し
、
次
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
各

市
を
行
政
視
察
し
ま
し
た
。

▽
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
に

　

つ
い
て

▽
議
会
の
会
議
規
則
・
委
員
会
に

　

関
す
る
条
例
等
に
関
す
る
事
項

　

に
つ
い
て

▽
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
に

　

つ
い
て

▽
議
会
報
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

　

て 委
員
会
の
行
政
視
察

　

藤
田　

学
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

行
革
を
担
保
に
、
先
行
減

税
と
緊
急
雇
用
対
策
を
求
め
る
。

　

市
長　

働
い
て
い
る
方
の
負
担

を
少
し
で
も
軽
減
し
て
い
く
こ
と

も
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と
思
い

ま
す
。
働
き
た
い
と
い
う
意
思
や

能
力
を
も
う
一
度
社
会
で
頑
張
っ

て
い
た
だ
く
仕
組
み
を
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

�　

市
自
ら
の
、
庁
内
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
取
り
組
み

姿
勢
を
伺
う
。
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー

化
の
一
層
の
取
り
組
み
を
。

　

高
山
助
役　

幅
の
広
い
ロ
ー
カ

ウ
ン
タ
ー
の
対
応
も
考
え
て
い
き

た
い
。
一
つ
一
つ
自
分
の
足
で
点

検
で
き
る
職
員
の
意
識
改
革
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問

　

�　

町
田
市
生
活
排
水
計
画
の

第
二
次
改
定
に
あ
た
っ
て
の
総
括

と
河
川
の
浄
化
・
水
量
確
保
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

　

牧
田
助
役　

平
成
三
年
に
生
活

排
水
対
策
重
点
地
域
の
指
定
を
受

け
て
一
〇
年
経
過
し
て
い
る
わ
け

で
、
各
河
川
と
も
格
段
な
水
質
の

改
善
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

合
併
浄
化
槽
の
維
持
管
理
を
す
れ

ば
、
水
量
確
保
に
も
寄
与
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　

�　

宅
地
に
お
け
る
雨
水
の
地

下
浸
透
に
対
す
る
環
境
整
備
へ
の

補
助
策
を
求
め
る
。

　

市
長　

雨
水
利
用
の
問
題
点
だ

と
思
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
課

題
と
し
て
検
討
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

問問

　

古
宮
杜
司
男（
市
民
派
ク
ラ
ブ
）

　

�　

大
地
震
時
の
避
難
を
考
え

校
舎
（
教
室
）
の
窓
の
一
部
が
直

ぐ
開
き
校
庭
に
出
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
は
ど
う
か
。

　

教
育
長　

一
階
部
分
に
掃
き
出

し
窓
が
な
い
の
で
直
接
出
ら
れ
な

い
学
校
が
三
、
四
校
あ
り
ま
す
の

で
、
よ
く
調
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
、
避
難
誘
導
等
の
訓
練

な
ど
を
通
じ
て
、
指
導
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

学
校
プ
ー
ル
を
活
用
し
、

浄
水
器
を
常
備
し
、
プ
ー
ル
内
部

を
ゴ
ム
張
り
に
し
て
、
耐
震
化
し

て
は
ど
う
か
。

　

教
育
長　

プ
ー
ル
の
改
修
を
す

る
際
に
は
、
内
部
に
塩
ビ
製
の
シ

ー
ト
を
張
っ
て
、
地
震
等
に
よ
り

問問

プ
ー
ル
に
ひ
び
が
入
っ
て
も
、
水

が
外
に
出
な
い
よ
う
に
防
止
し
て

い
ま
す
。

　

�　

学
生
防
災
隊
の
結
成
は
、

進
ん
で
い
る
か
。

　

市
長　

昨
年
の
一
二
月
に
学
長

懇
談
会
を
開
い
て
、
学
生
さ
ん
の

災
害
援
助
等
に
つ
い
て
要
請
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

�　

市
民
病
院
に
は
、
医
療
事

故
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
の
に

事
故
が
続
発
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

　

市
民
病
院
長　

み
ん
な
で
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
つ
く
り
上
げ
ま
し
た
。

今
度
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
か
す

か
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
根
本

は
質
の
よ
い
医
師
と
看
護
婦
を
そ

ろ
え
る
こ
と
だ
と
認
識
し
て
お

り
、
現
在
も
努
力
し
て
い
ま
す
。

問問

　

吉
田
つ
と
む（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

町
田
市
は
、
工
業
支
援
を

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
。
町
田
市
の
工
業
製
造
物
出
荷

額
は
、
一
九
九
〇
年
で
一
、
二
三

二
億
円
に
も
達
し
て
い
る
。
こ
の

額
は
市
の
本
年
の
一
般
会
計
当
初

予
算
よ
り
も
多
い
額
で
、
そ
こ
に

働
く
人
の
住
民
税
、
事
業
の
地
方

消
費
税
分
も
考
慮
す
べ
き
だ
。

　

市
長　

こ
れ
か
ら
も
商
工
会
議

所
と
十
分
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

工
業
の
拡
充
に
向
か
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

牧
田
助
役　

市
内
工
業
の
活
性

化
支
援
事
業
と
し
て
、
一
九
九
九

年
度
か
ら
専
門
技
術
導
入
支
援
事

業
、
新
製
品
、
新
技
術
を
研
究
す

問

る
過
程
や
技
術
的
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
専
門
家
の
指
導
を
受

け
る
場
合
の
経
費
の
補
助
、
工
業

所
有
権
取
得
支
援
事
業
と
か
技
術

習
得
支
援
事
業
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０

０
シ
リ
ー
ズ
、
１
４
０
０
０
シ
リ

ー
ズ
の
認
証
取
得
の
た
め
の
費
用

の
一
部
助
成
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

�　

経
済
振
興
部
の
工
業
担
当

者
は
何
名
か
。
そ
の
内
、
専
門
家

は
何
名
い
る
か
。
工
業
関
係
専
門

職
の
職
名
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

　

経
済
振
興
部
長　

各
職
員
を
二

名
ず
つ
そ
れ
ぞ
れ
つ
け
て
担
当
し

て
お
り
、
工
業
に
は
市
営
駐
車
場

も
含
め
て
二
名
で
す
。
全
部
事
務

職
員
で
し
て
、
専
門
職
は
配
属
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

問

　

伊
藤
泰
人
（
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

町
田
市
住
宅
改
良
資
金
融

資
制
度
に
つ
い
て
、
融
資
か
ら
助

成
制
度
に
見
直
し
ま
せ
ん
か
。

　

牧
田
助
役　

建
築
家
の
知
恵
も

か
り
た
り
、
経
済
的
に
住
み
か
え

が
で
き
る
よ
う
な
建
物
に
改
造
す

る
こ
と
も
含
め
た
助
成
制
度
を
設

け
た
い
。
平
成
一
五
年
四
月
か
ら

設
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
定
の
案

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
ら
審
議
い
た

だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

家
具
等
落
下
防
止
補
助
金

具
取
り
付
け
事
業
の
利
用
促
進

を
。

　

高
山
助
役　

防
災
意
識
の
向
上

を
含
め
て
、
Ｐ
Ｒ
紙
な
ど
を
使
い

な
が
ら
宣
伝
す
る
と
同
時
に
、
高

齢
者
の
支
援
セ
ン
タ
ー
、
施
設
の

問問

方
々
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
信

頼
関
係
を
も
ち
な
が
ら
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

�　

知
的
障
が
い
者
支
援
費
制

度
を
実
の
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
、
町
田
市
は
ど
う
取
り
組
み
ま

す
か
。

　

高
山
助
役　

今
の
と
こ
ろ
二
名

の
職
員
が
配
属
に
な
っ
て
検
討
し

て
お
り
、
一
〇
月
で
さ
ら
に
追
加

を
し
て
い
き
た
い
。

　

健
康
福
祉
部
長　

今
ま
で
は
措

置
と
い
う
こ
と
で
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
の
情
報
、
知
識
と
障
が
い
を
持

っ
た
方
と
の
相
談
で
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
第
三
者
評
価
を
通
じ
て

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
選
択

で
き
る
よ
う
に
、
制
度
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問

緊
急
雇
用
対
策

を
／
水
辺
環
境

学
校
の
防
災
と
市

民
病
院
の
医
療
は

安
心
安
全
・
快
適

な
生
活
を
求
め
て

工
業
の
町
田
市
に

対
す
る
貢
献
度
！

　

川
島
龍
子
（
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

二
〇
〇
三
年
度
よ
り
障
が

い
者
計
画
に
新
た
な
支
援
費
制
度

が
導
入
さ
れ
る
が
、
一
九
九
八
年

度
策
定
さ
れ
た
計
画
を
補
強
す
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
る
か
。

　

高
山
助
役　

来
年
度
で
今
ま
で

の
計
画
が
終
り
ま
す
の
で
、
見
直

し
は
し
て
い
き
た
い
。
制
度
の
変

更
と
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
を
、
質

を
充
実
す
る
と
こ
ろ
に
焦
点
を
合

わ
せ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

�　

リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
め

ば
取
り
組
む
ほ
ど
膨
大
な
費
用
が

か
か
り
、
自
治
体
負
担
が
膨
れ
あ

が
っ
て
い
る
。
市
民
に
廃
棄
物
コ

ス
ト
を
明
ら
か
に
し
、
市
民
と
と

問問

も
に
事
業
評
価
す
べ
き
で
は
。

　

市
長　

ご
み
の
処
理
は
、
お
金

が
か
か
る
と
い
う
こ
と
は
市
民
に

い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
を
開
陳
し

て
、
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
は
必
要
で
す
か
ら
工
夫
し
て
、

市
民
の
理
解
を
い
た
だ
く
努
力
を

し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

�　

住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
対
策

が
不
十
分
と
の
声
が
多
く
あ
る
。

市
長
の
見
解
と
対
策
を
問
う
。

　

市
長　

東
京
都
市
長
会
で
も
、

国
に
対
し
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の

確
保
と
か
、
チ
ェ
ッ
ク
機
関
を
つ

く
る
進
言
を
し
、
要
請
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
な
お
一
層
職
員
を

指
導
し
て
徹
底
を
図
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

　

佐
藤
伸
一
郎（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
な

配
置
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い
環

境
の
整
備
か
ら
も
、
小
山
セ
ン
タ

ー
の
窓
口
業
務
の
拡
充
（
各
種

届
出
・
申
請
）
を
。

　

市
長　

ま
す
ま
す
都
市
化
し
て

く
る
地
域
で
す
か
ら
、
で
き
る
だ

け
早
く
新
た
な
地
域
と
い
う
考
え

方
に
た
っ
て
、
堺
市
民
セ
ン
タ
ー

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
や
が
て
は
、

小
山
セ
ン
タ
ー
も
一
般
の
市
民
セ

ン
タ
ー
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
事
務
が

で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
考
え
て
ま
す
。
た
だ
、
一

気
に
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
の
で
、
逐
一
充
実
し
な
が
ら
、

小
山
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
堺
市
民

セ
ン
タ
ー
ま
で
足
を
運
ば
な
く
て

問

も
用
が
足
り
る
状
況
ま
で
持
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

谷
戸
山
に
残
さ
れ
た
緑
を

ど
の
よ
う
に
保
全
し
て
い
く
の

か
、
今
後
の
市
政
に
お
け
る
取
り

組
み
を
問
う
。

　

市
長　

町
田
市
は
、
多
摩
丘
陵

に
は
ば
た
く
市
民
文
化
都
市
と
言

っ
て
い
る
よ
う
に
、
町
田
の
特
徴

は
多
摩
丘
陵
で
あ
り
、
丘
陵
の
斜

面
地
を
初
め
と
す
る
緑
の
空
間
、

丘
陵
の
谷
間
を
谷
戸
と
い
う
言
い

方
を
し
て
、
谷
戸
の
緑
を
ど
う
守

っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
こ
れ

か
ら
の
市
政
の
重
要
な
役
割
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
緑
地
を
、
谷
戸

を
全
体
的
に
保
全
し
て
い
こ
う
と

い
う
考
え
方
の
中
で
こ
れ
か
ら
も

努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

支
援
費
制
度
は
障

が
い
者
を
救
う
か

小
山
セ
ン
タ
ー
窓

口
業
務
の
拡
充
を

議
会
運
営
委
員
会
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病
院
事
業

病
院
事
業�

会
計
決
算

会
計
決
算�

を

認

定

を

認

定

�

病
院
事
業

病
院
事
業�

会
計
決
算

会
計
決
算�

を

認

定

を

認

定

�

病
院
事
業�

会
計
決
算�

を

認

定

�

金
収
益
が
前
年
度
よ
り
一
一
億

二
、
八
九
四
万
円
（
一
五
・
五

％
）
の
増
収
と
な
り
、
費
用
が
材

料
費
で
二
億
九
、
九
一
九
万
円

（
一
一
・
七
％
）
、
経
費
で
一
億

一
、
二
四
六
万
円
（
八
・
二
％
）

の
増
加
等
、
全
体
で
九
億
四
四
五

万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
決
算
額
は
収
益
的

収
入
が
一
〇
五
億
八
一
六
万
円
で

前
年
度
に
比
べ
一
一
億
八
、
五
二

六
万
円
（
一
二
・
七
％
）
の
増
、

収
益
的
支
出
が
一
〇
五
億
六
、
〇

二
七
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
九
億

四
四
五
万
円
（
九
・
四
％
）
の
増

と
な
り
差
引
き
五
、
二
一
一
万
円

の
当
年
度
純
損
失
と
な
り
ま
し
た

が
、
前
年
度
に
引
続
く
新
病
棟
関

連
の
減
価
償
却
費
八
億
六
、
〇
六

八
万
円
を
抱
え
る
厳
し
い
状
況
の

中
で
経
営
努
力
の
結
果
、
前
年
度

よ
り
二
億
八
、
〇
八
〇
万
円
圧
縮

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
損
失

額
は
前
年
度
か
ら
の
繰
越
利
益
剰

余
金
で
う
め
た
結
果
、
当
年
度
末

の
未
処
分
利
益
剰
余
金
は
、
九
億

七
、三
七
九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
で
は
、
食
事
オ
ー

ダ
ー
シ
ス
テ
ム
構
築
委
託
等
の
病

院
改
築
費
に
九
、
〇
二
三
万
円

を
、
医
療
機
器
等
資
産
購
入
費
に

一
億
五
、
五
三
九
万
円
、
企
業
債

償
還
金
に
六
億
八
、
八
四
六
万
円

を
要
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
四
億
二
、
一
六
八
万
円
及
び
、

都
補
助
金
二
億
五
、
六
八
四
万

円
、
国
庫
補
助
金
二
一
一
万
円
を

充
て
、
不
足
す
る
額
二
億
六
、
五

六
三
万
円
は
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
等
で
補
填
し
ま
し
た
。

な
お
本
年
度
に
予
定
し
た
第
二
・

三
期
基
本
設
計
事
業
の
う
ち
一
部

（
二
、
四
三
五
万
円
）
に
つ
い
て

は
、
年
度
を
越
え
た
た
め
既
収
入

特
定
財
源
（
一
般
会
計
繰
入
金

一
、
二
一
七
万
円
）
と
と
も
に
支

出
予
算
額
を
翌
年
度
に
繰
越
し
ま

し
た
。
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